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●外国にルーツを持つ子どもへの支援
　ブラッシュアップ講座
年々増加している外国にルーツをもつ子ども
たちの、学力保障とコミュニケーション能力を
伸ばしていくため、学校や地域での学習機会の
保障や支援内容のレベルアップを図るための
講座。
A9/7、28、10/5、19、26の土曜　
10:00～12:00　全5回
C総合生涯学習センター(地下鉄各線・阪急・
阪神「梅田」、JR「北新地」「大阪」)
※第2・5回は十三フリースペースにて実施
S外国にルーツのある子どもたちの支援に
興味のある人
D先着30人　F2,000円
]s（6195-8812）
d（osaka@tabunka.jp）外国にルーツをも
つ子どもへの支援歴を書き加える
H8/30（金）
L6390-8201（サタディクラス運営委員会）

●子育て　親育て　自分育て
　ワークショップ「パパの子育て参加」
子育てに参加しているパパの悩みを共有、今後
の子育てを楽しむワークショップ。
A9/7（土）　13:30～15:30
C阿倍野区民センター
（地下鉄・阪堺上町線「阿倍野」）
S子育て中の保護者（男性）
D先着10人　F無料　
K6歳まで（無料、事前申込）
]a（7494-9064）s（7494-9064）
d（smilepocket8@gmail.com）
H9/7（土）
L7494-9064
（コミュニティスポット東淀川）

●こころがシンドイときシリーズ（24）
　わかればちょっと楽になる！
　発達障がいって？
悩みを抱えながら、子育てをしている保護者に
対して発達障がいについて正しく理解し、対処
する方法を学ぶことの大切さをみんなで学ぶ。
※子どもと一緒に参加可（休憩室有）
A9/7、10/5の土曜　13:30～16:30
C総合生涯学習センター(地下鉄各線・阪
急・阪神「梅田」、JR「北新地」「大阪」)
S子育て中の保護者・幼稚園や小学校の先生
D先着各50人　F1回500円　
]a（080-3784-0528）
d（hattatsu@seishakei.com）
参加日、参加人数（子どもが一緒の場合は子ど
もの年齢）を書き加える　
L080-3784-0528
（精神障害と社会を考える啓発の会
（せいしゃけい））

●子どもの発達サポートセミナー
　「リトミック」
リトミックの理論を、すぐに使える実践を交え
学ぶ。
A9/7（土）　18:00～20:00
C城北市民学習センター
（地下鉄「関目高殿」「関目成育」、京阪「関
目」）
S子どもに関わる職業の人、それらを目指す
学生
D先着20人　F1,200円
]s（6951-0056）
d（asahi@kodomo-center.org）
L6951-0055（子どもセンターあさひ）

●おはなし会
講師による子どもの心に残るおはなしを参加
者が楽しみ、子どもと本をつなぐ最良の方法に
ついてヒントを得る。
A9/10（火）　10:00～12:00
C大正区コミュニティセンター
（JR「大正」より市バス「大正区役所前」下車）
S子ども読書推進活動に興味のある大人
D先着30人　F300円
]a（070-6921-7231）
L070-6921-7231
（おはなしボランティアアナンシ福元）

●子育て　親育て　自分育て
　ワークショップ「子育て…楽しい！？」
子どもへの理解を深めるワークショップ。
A9/13（金）　18:30～20:30
S子育て中の人（特に働いている母親）
D先着10人　F無料　
K6歳まで（無料、事前申込）
]a（7494-9064）s（7494-9064）
d（smilepocket8@gmail.com）
H9/10（火）
L7494-9064
（コミュニティスポット東淀川）

●ピンクリボンヨガ
　～乳がんリハビリ・更年期障害の方へ～
乳がんリハビリ中、更年期障害に悩む女性のた
めのヨガイベント。テーマに沿ったやさしいヨガ
やリラクゼーションで体の不調を緩和し、ストレ
スコントロールなどメンタル面でのケアも行う。
A9/14～26年1/11の第2土曜　
15:30～17:00　全5回
Cヨガラウンジ（地下鉄「西大橋」「四ツ橋」）
S乳がんリハビリ中、更年期障害で悩んでい
る女性
D先着各15人　
F1回1,000円（マットレンタル1回300円）
]a（050-3636-1840）
d（info@iyashinotane.gmail.com）
L050-3636-1840（出張ヨガ癒しの種）

●心と体の若返り大作戦！
　～口の中にも老いが来る！？

口元の若返り大作戦～
口腔筋機能治療法を楽しく学ぶ。
A9/15（日）　10:00～12:00
Cデイサービスわたの花
（JR「平野」「加美」「新加美」）
D先着20人　F500円
]a（6452-1160）l（〒553-0003福島
区福島5-14-6福島阪神クレセントビル303）
s（6452-1776）d（i-tanaka@o-kskk.jp）
H9/13（金）
L6452-1160（大阪福島よろず学校）

●大人のためのおはなし会
大人が楽しむおはなしを講師に語ってもらい、
知ることで、子どもに届くおはなしを考える。
A9/20（金）　10:00～12:00
C大正区コミュニティセンター（JR「大正」
より市バス「大正区役所前」下車）
S子ども読書推進活動に興味のある大人
D先着30人　F300円
]a（070-6921-7231）
L070-6921-7231
（おはなしボランティアアナンシ福元）

●看護師に学ぶ
　親と子どものタッチング＆フットケア
赤ちゃんから大人まで使える“体を楽にする”
ケアプログラム。看護師の技術＝カームネス
タッチングを学ぶ。
A9/22、10/20、12/1、26年1/19の日曜　
14:00～16:00　※10月のみ10：00～12：00
全4回
C総合生涯学習センター(地下鉄各線・阪
急・阪神「梅田」、JR「北新地」「大阪」)
S子育て中の人、ケアプログラムに興味の
ある人　D先着各40人　F1回500円
]l（530-0001北区梅田1-2-2-500ネッ
トワークラボL48）s（6463-1114）
d（rakulabo2013@gmail.com）参加人数、
携帯メールアドレス、参加希望日（複数回参加
希望の場合は全て）、応募動機、質問などを書
き加える
L090-3828-5732（楽ラボ）

●親子の「こころ」教室
A9/29（日）
第1部『上手な聞き方～子どもの言葉を
　　　翻訳する～』　13:00～14:30
第2部『伝え方・話し方』　14:45～16:45
C総合生涯学習センター(地下鉄各線・阪
急・阪神「梅田」、JR「北新地」「大阪」)
S不登校やひきこもり等でお悩みの保護者
D先着各15人　F500円
]a（4862-4141）s（4862-4151）
d（info@aacc.jp）
L4862-4141
（コミュニティ総合カウンセリング協会）

osaka
KEYword大阪を知るための 100 の言 葉と モノの世 界

現在もつづいている。「夫婦善哉」に登場する千日前
の「自由軒」に、

と書かれた額縁入りの写真が飾られているのはミナミ
のちょっとした名物だろう。
　生誕100年の今年は、NHKでも、8月24日スタートの
土曜ドラマで「夫婦善哉」が放送される（毎週土曜、
連続4回）。東映太秦映画村に法善寺横丁のオープン
セットを作るほどの力の入れようで、近年、発見された
九州・別府が舞台の「夫婦善哉」続編も脚本に加える
など、制作者の意欲が伝わってくる。「夫婦善哉」の
ドラマ化と言えば、昭和30（1955）年公開、豊田四郎監
督の東宝映画作品が有名で、主人公の柳吉を森繁
久彌、蝶子を淡島千景が演じた。今回のテレビドラマ
では、柳吉が森山未來、蝶子が尾野真千子であり、
平成の時代の新しい「夫婦善哉」が、どのように仕上
がっているか楽しみである。
　さらに大阪歴史博物館では、織田文学の熱烈な
ファンクラブであるオダサク倶楽部を中心に、特別
企画展「生誕100年記念 織田作之助と大大阪」が
開催される（9月25日（水）～10月18日（金）､毎週火
曜日休館）。
　死の直前に書いた「可能性の文学」は、志賀直哉
に代表される「私小説」を厳しく批判して話題になった
文芸批評だった。小説の神様と呼ばれた志賀を批判
する意気やよし。いかにも庶民的で権威に批判的な
大阪人らしい批判精神である。
　昭和21（1946）年に「京都日日新聞」に連載された
「それでも私は行く」は、舞台も京都であり、サスペンス
仕立てとなる内容から出来映えには賛否があるが、
なにごとか決意を秘めて前のめりに進むようなタイトル
そのものが、織田の未完の人生を象徴するようで、
私は好きである。

　大阪の小説家は多い。ノーベル賞作家の川端康
成、「直木賞」の直木三十五をはじめ、梶井基次郎や
野間宏、今東光、国民的作家である司馬遼太郎、
山崎豊子、田辺聖子をはじめ、小田実や開高健もエネ
ルギッシュだった。小松左京、筒井康隆はSFから豊穣
な文学に達し、さらに黒岩重吾、藤本義一も懐かしく、
現在も多くの作家が純文学から大衆文学まで、幅広
いジャンルで活躍している。とりわけ大阪人から親しま
れているのが、今年、生誕100年となる通称“オダサク”
こと織田作之助（1913～1947）である。
　織田は旧大阪市南区（現天王寺区）生玉前町に生
まれ、旧制高津中学校（現府立高津高等学校）から
第三高等学校（現京都大学）に入学する。演劇に興
味を抱くが、フランスの文豪スタンダールに刺激され、
小説家を目指した。後には郷土の大先輩である井原
西鶴にも触発される。昭和13（1938）年に処女作「雨」
を発表し、翌年に文芸雑誌『海風』掲載の「俗臭」が、
室生犀星の推薦で芥川賞を最後まで争った。昭和15
（1940）年には、代表作として知られる「夫婦善哉」が
改造社の第一回文芸推薦作品となり、本格的に文壇
デビューした。
　終戦後、「六白金星」「アド・バルーン」「世相」「競
馬」を発表して一躍流行作家となる。坂口安吾、太宰
治、石川淳らと“無頼派”と称され、読売新聞連載「土曜
夫人」が佳境に入ろうとしていながらも、喀血し、昭和
22（1947）年1月10日に急逝した。墓所は楞厳寺（大阪
市天王寺区）にある。
　34歳の若さで長逝した織田作之助だが、大阪人に
は深く愛され、上町台地の口縄坂には、昭和19
（1944）年の『新潮』に発表された「木の都」の文学碑
があるし、「夫婦善哉」の舞台である法善寺横丁には
「行き暮れてここが思案の善哉かな」の句碑がある。
昭和59（1984）年には、大阪文学振興会により、作之助
の名前を冠した文学賞「織田作之助賞」も制定され､

筆者プロフィール 大阪大学総合学術博物館館長／大学院文学研究科教授。1958年、大阪市生まれ。東京芸術大学大学院修了。大阪市立近代美術館建設
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「トラは死んで皮をのこす／
   織田作死んでカレーライスをのこす」

写真 ：
左 颯爽と大阪の街を行くオダサク
右 『それでも私は行く』
 　 昭和２３（１９４８）年
 　大阪文庫発行
 　本誌表紙の大阪新聞社発行
 　（昭和22年）のものと表紙が
 　違うのが面白い。
 　（昭和22年）のものと表紙が
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